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　昨今のウクライナの情勢を踏まえて、自治体・民間など全国各地でウクライナからの避難民受け入れに向けた支援が
動き出しています。一方で、日本の難民認定率は 0.7%（2021 年）と非常に低く、その受け入れ政策については長年
非難の対象となっており、あらためて、難民を取り巻く環境や課題について再認識することが重要となっています。
　神奈川県鎌倉市にある国内最大規模の難民シェルターである「アルペなんみんセンター」では、「名前で呼び合える関係」
を目指して地域の人々と日々交流しています。
　本セミナーでは、センターの活動紹介やそこで生活している難民の方の声を聴きながら、地域での難民受け入れと共生
について、同世代の参加者と一緒に考える機会とします。

大学生・大学院生等を対象に、難民に関するオンラインセミナーを開催します。
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8.9TUE14:00～16:00
定員 30名程度名程度

講師 オンライン
（ZOOM)
オンライン
（ZOOM)

形式

開催
日時

対象 主に神奈川県内在住・在学の
大学生・大学院生等

大学生対象
オンラインセミ

ナー
（かながわNP

Oセッション）

（先着順）

下記申込フォームより、 ① お名前、 ② お住まい、 ③ ご所属（大学名等）、 ④ 連絡用メールアドレス、 ⑤ 本セミナー

を知ったきっかけ、 ⑥ 講師への質問（任意）を記入し、申込みをしてください。

　※ 頂いた個人情報は、本セミナー運営に係る業務にのみ利用し、その他の使途で利用致しません。

https://willap.jp/p/acc_4614/daigakusei_seminar/

問合せ：（公財）かながわ国際交流財団 （担当：前田）　E-mail: seminar@kifjp.org　TEL: 045-620-5045

応募
 方法

申込フォーム

声を聴くを く難民のの難民のの
～地域での難民受け入れについて考える～



漆原 比呂志（うるしばら ひろし）さん漆原 比呂志（うるしばら ひろし）さん

　一般社団法人 JLMM 事務局長。NPO 法人アルペなんみんセンター 地域連携

コーディネーター。1966 年神奈川県鎌倉市生まれ、在住。

　JLMMより1992 年から3 年間カンボジア（児童養護施設の職業訓練）に、

1995年から3年間ベトナム（中部高原地帯ハンセン病村の生活支援）にコーディ

ネーターとして派遣される。

　帰国後はカンボジアの子どもの識字教育、女性の収入創出など、日本からの

支援にあたる。2011年から10年間、カトリック東京ボランティアセンター（CTVC）

事務局長。東日本大震災の被災者支援に関わった。

　上智大学「ボランティア論」非常勤講師、サレジオ中学高等学校および清泉

小学校外部講師。

NPO 法人アルペなんみんセンター

① 難民に関する基礎知識

② アルペなんみんセンターの活動紹介

③ 難民の方へのインタビューとお話

④ グループワーク

講師 Profile

セミナー
内 容


